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学生剣道の目的

剣道の理念の下に
学生として文武両道を全うし

広く社会に貢献する

信義を重んじて
誠を尽くして

常に自己の修養に努め
以って国家社会を愛して
広く人類の平和繁栄に
寄与せんとするものである

礼節をとうとび

剣道は剣の理法の修練による人間形成の道である

剣道を正しく真剣に学び
心身を錬磨して

旺盛なる気力を養い
剣道の特性を通じて
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役 員 選 手 入 場 役 員 選 手 入 場
開 会 宣 言 成 績 発 表
会 長 挨 拶 表 彰
審 判 長 注 意 閉 会 宣 言
役 員 選 手 退 場
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副 会 長 安 保 正 加 藤 秀 夫
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大 会 委 員 長 菊 本 智 之
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大 会 委 員 岡 田 眞 直 多 治 見 修 溝 口 夏 樹

村 瀬 直 樹 渡 邉 真 和

審 判 長 木 下 博 文

審 判 員 安 藤 義 正 稲 毛 賢 今 井 新 流

臼 井 伸 成 緒 方 友 仁 小 口 宏 美

桂 川 辰 也 加 藤 幹 神 谷 光 顕

川 澄 洋 川 部 宰 也 川 村 一 成

北 島 康 隆 樹 下 和 央 久 保 山 敏

坂 本 太 一 櫻 井 秀 樹 佐 藤 千 早

志 水 祐 一 郎 白 石 裕 章 鈴 木 佳 規

曽 木 祐 寿 田 村 隆 太 郎 富 松 利 浩

永 岡 伸 一 中 村 秀 樹 那 須 貴

野 村 芳 樹 長 谷 川 智 長 谷 川 誠 二

花 木 真 人 早 川 孔 二 阪 野 理 成

日 比 野 恵 津 子 平 松 俊 佑 増 尾 幸 伸

松 本 和 也 宮 内 壮 大 見 山 政 克

山 口 公 大 山 下 智 和 田 英 之

顧 問 医 師 久 留 宮 隆

（50音順・敬称略）
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大 会 実 行 委 員 長 森 寛 太 （ 愛 知 大 ）
大 会 実 行 副 委 員 長 森 健 斗 （ 名 城 大 ）

松 野 里 菜 （ 名 城 大 ）
会 計 原 田 敬 生 （ 中 部 大 ）

本 部 記 録 係 小 谷 早 紀 （ 中 京 大 ）
検 査 係 大 木 玲 人 （ 中 京 大 ）
受 付 係 原 田 敬 生 （ 中 部 大 ）
警 備 係 加 藤 鉄 兵 太 （ 愛 学 大 ）
ア ナ ウ ン ス 櫛 田 奈 那 （ 名 城 大 ）

試 合 場 主 任
第一試合場 林 和 宏 （ 星 城 大 ）
第二試合場 板 倉 玄 太 郎 （ 南 山 大 ）
第三試合場 木 野 村 笙 （ 愛 知 大 ）
第四試合場 岩 室 明 寿 （ 愛 学 大 ）
第五試合場 磯 尾 定 伸 （ 中 部 大 ）
第六試合場 早 川 咲 希 （ 愛 学 大 ）
第七試合場 渡 邊 穂 花 （ 愛 学 大 ）
第八試合場 宮 地 夏 帆 （ 中 京 大 ）

大　会　実　行　委　員
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1. 日 時 令和5年3月4日（土）　午前８時45分開館

2. 場 所 稲永スポーツセンター

3. 試 合 種 目 男女個人試合

4. 参 加 校 11校

5. 参 加 人 数 男子 1年…69人 2年…67人 3年…62人
女子 90人

6. 試 合 方 法 男子学年別トーナメント法、女子トーナメント法で実施する。

7. 試 合 時 間 男女ともに、3分30秒間3本勝負とする。時間内に勝敗が決しない場合は、
延長戦を行い、時間を３分で区切り勝敗の決するまで行う。

8. 出 場 資 格 東海私立大学剣道連盟に登録する大学の選手に限る。

9. 試 合 ・ 審 判 規 則 全日本剣道連盟の剣道試合・審判規則・細則・運営要領および新型コロナ
ウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合審判法並びに本大会の申し
合わせ事項により行う。
1. 試合・審判規則の実施に関して疑義がある場合は直ちに（次の試合

が始まるまでに）監督を通じて審判主任又は審判長に対して異議の
申し立てができる。

2. 異議の申し立ての権利は監督のみが持ち、監督不在の場合は監督代
理者をおくことができる。（監督代理者は事前に本部に届けられて
いる者に限る。）

10. 大会申し合わせ事項 1. 登録について
１） 不正登録により選手資格を得たものはこれを取り消す。

2. 名札について
1) 大学名及び個人名を記入した正規の名札を着用しない選手は出場

できない。
2) 同じ大学に同姓者がいる場合は、苗字の右下に区別できる名前の

一字を入れる。尚、上記に該当する選手が発覚した場合は、不正
用具使用者として扱い、その試合を負けとし、相手に2本与え、
既得本数および既得権を認めない。

3. 竹刀について
1) 本大会では竹刀検査を当日行わないこととする。代わりに各大学

で事前に検査を行い、竹刀確認証を当日持参する。
2) 検査済みの竹刀には、事前に東海から配布したシールを両面に貼

る。
3) 竹刀の検査は竹刀に大学名と氏名を明記し一人2本（二刀の場合、

大刀・小刀それぞれ3本）まで検査を申請できる。
4) 規格外竹刀の使用者は、相手に2本与え、既得本数および既得権

を認めない。

南 山 大 学

第61回 東海私立大学剣道選手権大会　要項

名古屋経済大学
名 城 大 学

中 部 学 院 大 学

愛 知 大 学 愛 知 学 院 大 学
星 城 大 学皇 學 館 大 学

中 京 大 学

愛 知 学 泉 大 学
愛 知 淑 徳 大 学

中 部 大 学
常 葉 大 学 名古屋学院大学
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4. タビ・サポーター等の使用について
1) タビ ･ サポーター等の使用は、医療上必要と認める場合に限り、

見苦しくなくかつ相手に危害を加えない範囲において、これを認
める。

2) 使用する者は予め使用品をつけた状態で所定の許可書を審判主任
に提示し、許可を得ること。使用できるタビ・サポーターは布製
のみとする。尚、テーピングの使用については許可書の提出は不
要である。

3) 試合開始後新たに必要になった場合は当該試合場の審判主任の許
可を得る。

4) タビ・サポーター等を許可なく使用した場合は、不正用具使用者
として扱い、その試合を負けとし、相手に2本与え、既得本数及
び既得権を認めない。また、当該選手のその日の大会出場は認め
ない。

5. 剣道具・服装について
1) 面については、肩関節の保護ができる面ぶとんの長さが確保され

ていること。面紐の長さは、結び目から40㎝以内とし、違反者に
対しては反則を与えその場で切断する。
面紐の結び目の位置は、目の後方の後頭部中央部分とする。大会
中結び目の位置が安全性に支障があると判断した場合は締め直し
をする。

2) 小手ぶとんは、前腕の1/2以上を保護しているものとし、えぐり
（クリ）の深さは2.5cm以内とする。

3) 剣道着の袖の長さは、自然に構えた状態で、「肘」が完全に隠れ
ないものとする。但し、袖が小手ぶとんにかからない程度とする。

4) 頭髪が長い場合は、髪を束ねて、背中の目印にかからないように
する。

5) ミサンガ、パワーバランス等の剣道に必要ないものはつけない。
6) 「ポリカーボネイト樹脂積層板装着面」は、全日本剣道連盟が認

めたものとする。
7) コロナ対策として、必ず、鼻を覆った状態で面マスクを着用する。

また、面にシールドを装着する。（シールドは、下部シールドの
みで可。粘着テープなどの代替品は不可とする。）

6. 蹲踞について
立ち膝をついての蹲踞は認めない。

7. 補水休憩について
延長戦は3分で区切り、延長3回目終了の合図で、一度審判長又は
審判主任が主審を呼び、休憩時間を取るよう促す。選手は立った
まま納刀し、深呼吸による休憩を取る。その間、監督からの指示
等は禁止する。延長6回目で補水休憩を行う。
5分経過後、審判長又は審判主任の指示により試合を再開する。

11. 表 彰 （男子）各学年　優勝・準優勝・第三位（２名）とする。
（女子）優勝・準優勝・第三位（２名）・敢闘賞（4名）とする。
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1. 大会会場への入場について
1） 会場へ入場する際、感染対策上、1人1枚入場申請書を入り口で必ず提出する。
2） 入場できるのは登録された大会役員・審判員・部長1名・監督1名・選手・主務1名

且つ又各人入場申請書を提出し入場が認められた者のみ。

2. 開会式及び閉会式について
1） 開会式に参加する選手は、観客席の各大学毎に指定された箇所から参加する。

3. 試合会場への入場について
1） 試合会場への入場は選手及び所定の記章を付けた者のみとし、役員は必ず所定の記

章を付けること。
2） 試合場へ出入りする際は、出入り口に設置されている消毒液が含まれた雑巾で必ず

足を消毒する。
3） 試合を行う5試合前以外は、指定された観客席で待機すること。試合終了後、選手

は速やかに指定された観客席に移動すること。

4. 応援について
1） 対戦時に部長、監督、主務及び試合者のみ試合場脇への入場ができる。
2） 応援は拍手のみで行い、声援は禁止する。
3） 他の観衆の迷惑にならないように観客席、及び、指定区域においては着席して応援

をすること。
4） 会場への入場者は、「Myゴミ袋」を持参し各自が出したゴミは各自の「Myゴミ袋」

にいれてください。
大会会場から退出するときは、責任を持ってごみの片付けを行い「My ゴミ袋」を持
ち帰って下さい。
感染対策としての「My ゴミ袋」にご協力下さい。

5） 観客席の換気口を防がないよう、座席の下に荷物を置かないこと。
（荷物は空けた座席の上に置くこと）

6） 不当な手段で座席を確保することを禁止する。

5. 写真撮影について
1） 体育館内でのフラッシュ撮影は禁止する。

6. 動画撮影について
1） 観客席での動画撮影は許可する。しかしフラッシュを使っての撮影は試合の妨げに

なるため禁止する。

7. 喫煙について
1） 消防法により指定された場所以外での喫煙を厳禁する。
2） ジュースなどの空き瓶や空き缶を灰皿代わりにしてはならない。

8. 駐車場について
1） 駐車場収容台数に限りがあるため極力公共交通機関の利用や乗り合わせなどにご協

力ください。

大会注意事項
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全日本学生剣道連盟よりの下記方針を受け、
『各地域連盟の大会開催については、各地域の状況を鑑み各地域連盟で判断・決定する。
各地域連盟の大会を開催する場合は、各地域連盟で大会開催時の新型コロナ感染症対策ガイドラインを定め開催する。』
以下の通り、本大会における「新型コロナウイルス感染症（COVID-19)対策ガイドライン」を定める。
大会開催に際し、「いわゆるイベント開催に起因するリスクの低減」と「競技に起因するリスクの低減」を明確に区分
し、夫々の対応策を執行する必要がある。
また、上記のリスク低減対策には、夫々、「主催者が実施する運営上の対策」と「参加者・入場者が自らの責任において
実施を求められる対策」があり、これら２ｘ２の対策が機能して初めて十分な対策となることを、主催者側だけでなく
参加者・入場者も認識することが重要でもある。即ち、本大会の当事者（=主催者・運営者、参加者・入場者）全員が、
このガイドラインを理解し実行することが求められています。

上記を踏まえ、大会開催のガイドラインの基本骨子は、次の通り；
１. 大会開催を決めていても、準備途中であっても状況の変化で中止決定を行う基準
２. 大会参加予定校であっても出場停止措置を取る基準
３．大会開催が可能な場合、感染防止対策を施した大会運営と個人個人に求める対策

3-1）大会運営上の対策の実施
3-2）保健衛生・公衆衛生上の対策の実施

以下、各々について詳細を記します。

1 基本、中止または延期とする場合の基準
① 大会（3週）前時又は前以降、国の特別措置法上の、または、県・自治体の緊急事態宣言が発出され、

または、発出中で、開催地の知事・自治体の長よりイベント中止または自粛要請があった場合
② 大会（3週）前時又は前以降、使用予定施設管理者より、自粛を要請された場合

大会（3週）前時又は前以降、スポーツ庁が、スポーツ大会や体育施設使用の自粛要請をした場合
③ 大会（3週）前時又は前以降、文科省より、課外活動・部活動の中止または自粛指示が公示されている場合
④ 大会（3週）前時又は前以降、（3校）以上の東海私立大学連盟参加大学の部員から感染者が出たまたは出て

いる状況の場合

2 出場停止措置を取る場合の基準
ⅰ) COVID-19発症から14日以内で、PCR検査/抗原検査で陰性判定が出ていない者。　

濃厚接触者と認定され、PCR検査/抗原検査で陰性判定が出ていない者、または、未検査で濃厚接触日から
14日以内の者。

ⅱ) 部員から1名でも感染者が出、且つ又、当該部員が発症前7日以内に一度でも稽古に参加した場合は、当該大学
の部員全員を濃厚接触者と見なし、
当該大学全員の出場を一時停止する。この措置は、選手だけでなく応援の部員、大会役員の部員にも適用する。
また、この措置の判断は、大会当日まで続くものとする。
この一時停止処置は、PCR検査や抗原検査により全員の陰性が判定された場合、もしくは、当該大学部員最後の
感染者発見後14日経過後まで続ける。
解除には、当該大学より連盟に解除申請を行い、連盟が正式に受理した場合とする。

ⅲ）部員が1名でも濃厚接触者と認定された、且つ又、当該部員が濃厚接触日以後14日以内に一度でも稽古に参加し
た場合は、当該大学部員全員を二次濃厚接触者と見なし、当該大学全員の出場を一時停止する。　但し、当該
濃厚接触者の陰性が判明した時点で、又は濃厚接触日から14日経過後も問題ない場合は、一時出場停止措置を
解除する。
（注） 上記ⅰ）--ⅲ）に該当する事態が発生した場合は、当該大学は速やかに当連盟にその事実を

連絡して下さい。
出場停止措置の間の出場登録済みの試合は、全て不戦敗となる。

3 予定会場が使用でき、且つ又、開催が可能な場合 
3-1）運営上の対策
ⅰ）入場者数の制限
・ 現在、体育館は、選手・役員・観客の総数500名以下の入場制限措置中故、左記制限人数で大会を実施する。
・ 大会役員・部長・監督・選手・主務・登録部員以外の入場を認めないことを原則に、且つ又、体育館よりの入

場者制限との関係より、応援の登録部員については各大学に制限枠を設ける。
以上から、会場入り口で厳しい入場管理を行うので、役員を含め入場者は全員これに従って下さい。
ⅱ）試合場の設営を、各試合場最大限他と離すレイアウトとします。

本部雛壇は観客席に設け、試合場フロアーの審判長席や本部事務席と分離する。
試合場間は、5ｍ以上の間隔を確保する。
試合場フロアーの夫々の審判席、試合係の席を1m以上の間隔を保つ。
試合場フロアーのレイアウトは、館内換気と気流の流れを考慮し別紙とする。

ⅲ）選手の試合場移動を最小化する試合組を行う。
ⅳ）集合整列をしない開会式　---大会役員、選手は、観客席で整列。審判員は試合場フロアーで整列
ⅴ）集合整列をしない閉会式表彰は入賞者のみ距離を取って整列。表彰状・賞品の手渡しは行わない。

敗退者は、速やかに退場及び帰宅可とする。
ⅵ）全剣連の「主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドライン//【暫定的な試合・審判の方法】（2020年8

月27日付）」に準拠し試合・審判を実施する。
　---”鍔競り合いの取扱い”、”審判員の入場・移動・合議時の位置取り” 

ⅶ）竹刀の基準は、試合審判規則に準拠し設けるが、開会前の竹刀検査は実施しない。

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)対策ガイドライン
（令和5年3月4日　『第61回 東海私立大学剣道選手権大会』開催に当り）
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3-2）保健衛生・公衆衛生上の対策
A. 第一優先の対策：感染者を分離し参加させないことである　---従って、当日のメンバー変更可とする。

最良の方法は、出席者・参加者（＝入場者）全員にPCR又は抗原検査を行い、陰性の者のみ出席・参加を許可
することであるが（要は、海外からの入国時の検疫と同じ措置）、現状、現実的でない故、次善の策として以
下を実施する。

① 入場者全員に前2週間の健康状況（本人＆家族・同居者）に関する自己申告書（＝入場申請書）の提出
→自己申告書を入場申請書とし、記入提出者のみ入場可とする。
対象は、入場者全員故、大会役員、審判員、部長、監督、選手、主務、すべてとする。
ⅰ） 直近14日間に、本人＆家族・同居人がPCR検査未了の濃厚接触者でなかったこと 

（濃厚接触者でもPCR検査陰性なら可）
ⅱ） 直近14日間に、明らかに感染者やPCR検査未了の濃厚接触者と接触したことのない者 

（濃厚接触者でもPCR検査陰性なら可）
ⅲ） 直近14日間に、本人＆家族・同居人に、発熱・咳/咽喉の痛み・倦怠感・味覚/臭覚異常等何れか一つでも

COVID-19（コロナ）症状・風邪症状が出ていないこと
（医師の判断がCOVID-19以外の病気、又は、PCR/抗原検査で陰性だった場合は除く）
 ---医学的判断未了で、少しでも疑わしい場合は,入場や参加を控えて下さい。

ⅳ） 直近7日間の検温結果、入場日当日を含め7日間全て37.5℃以下であること
ⅴ） 直近14日に、政府から入国制限・入国後の観察を必要とされる国/地域への渡航または該当

在住者との濃厚接触がないこと。
② 当日の体調確認+検温

先ず、①の自己申告を的確に記入し、各々が自らの体調確認と感染回避行動の責任を自覚し
少しでも感染させるリスクがあると疑われる場合は、出席を自主的に取り止める判断が出来る
ことを求める。

更に、補完的に入場時の検温を実施する。

B. 事前の対策：すり抜けて参加した感染者から感染しない、または、感染リスクの最小化
 ①個人防護具

選手　 ：面マスク+下部フェースシールド（試合時）、一般マスク（その他時）
他人の剣道具・竹刀の貸し借り禁止　　　　　

審判員 ：マスク+NR手袋
役員・係員：マスク+全面フェースシールド+NR手袋
観客 ：マスク

②試合場＆周囲の飛沫感染+接触感染対策
試合場 ：定期消毒モップ掛け ---７試合毎
周囲設備 ：定期消毒拭き---７試合毎 （テーブル・椅子） 及び、消毒液の設置
備品 ：定期消毒拭き---７試合毎　消毒薬は、皮膚用の　アルコール消毒液・アルコール消毒ジェルと

消毒拭き用の、例えば、次亜塩素酸Na液や塩化ベンザルコニウム液等を使い分ける。
本部席 ：定期消毒モップ掛け+定期消毒拭き---2時間毎 及び、消毒液の設置
フロアー ：出入口に消毒足拭きマットの設置
密集対策 ：開閉会式での集合は無し、全員観客席で観客席は、一つ置きに使用---会場の観客席数を確認、

観客席数/2＝選手+応援者総数の上限選手も自分の試合の５試合前まで観客席で待機。
混雑が予想される出入口当には、ソーシャル・ディスタンス保持の為のラインを設置。

ごみ対策 ：Myごみ袋/ゴミは個々人が自己管理（自分のゴミは、自分のゴミ袋に入れ持ち帰る）
--ゴミを媒介とした接触感染防止

共用部分 ：定期消毒モップ掛け+定期消毒拭き---2時間毎 （廊下、ドアノブ）
必要箇所（施設内トイレ等）に手指消毒液等を設置

③ 会場全体のエアロゾル対策/換気　---感染の機構と剣道の特質から、このエアロゾル濃度を下げる＝暴露濃度を
下げる対策は、競技起因するリスク低減上非常に重要と推測される。
体育館と打合せ、換気能力を確認し体育館設備の機能と能力を把握し全体の換気計画を立てた。　体育館による
と、毎時３回転の機械（強制）換気で、必要換気量（50）㎥/人・時以上確保可能な十分な能力故、気流のデッ
ド・スペース回避が主要対策となる。既設の給気孔と排気孔の配置を考慮し、扇風機/送風機/サーキュレーター
を補助的に活用する。具体的には、別紙試合場レイアウトに基づき実施する。

C. 事後に備える対策：社会的責任として感染が発生しても感染拡散を最小化する対策/拡散リスクの最小化
① 入場時、氏名・連絡先（住所・携帯番号・メールアドレス）を記載した入場申請書（兼、自己申告書）の提出

＆ファイリング　---万一感染者が出た場合,保健所への入場者情報の提供と緊急連絡が即座に出来るように準
備。 　---自己申告書＆入場申請書の一体化
注）個人情報の取扱い故、特定の管理者を決め保存＆4週間後にシュレーター処理

② COVID-19発症時の連絡義務 
③ ⅰ） 入場者が大会終了2週間以内にCOVID-19発症した場合、該当者はその事実を直ちに東海私立大学剣道連盟に

連絡する義務を負う。
ⅱ） COCOA登録を推奨する。

を

る

に

ー
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１）本大会では大会前日までに各大学の監督者が責任を持って所定の竹刀検査を行い、

規格内の竹刀には『検査済シール』を貼付して使用を認める。

２）規格外竹刀の使用者は、その試合を2本負け（1本取得している場合は取り消し）

とする。また、その選手は、その日の大会の出場は認めない。

３）竹刀は、柄に大学名と氏名のみを明記したものとし、検査の対象は1人3本（二刀

の場合は大小各3本）までとする。

４）危険防止のために規格外と判断した竹刀については、竹刀検査所で預かり、1回

戦終了以降に監督と当該選手が揃って受け取ることとする。

５）弦・中結いの緩みや、中結いの位置が不適切の場合、再検査とする。

竹刀検査は、次の通り実施する。

【竹刀確認証の取り扱い】

竹刀検査員は大会で使用する竹刀の確認証の提出を受け、内容の不備等がないこ

とを確認し、竹刀の計量・検査を行う。（※本大会では当日の検査は行わない。）

【検査】

① 竹・付属品の破損や中結いの位置・緩み・竹刀の隙間※１

↓

② 竹刀の長さ

↓

③ 先革先端部の直径値及び長さ

↓

④ ちくとう部の最小直径値

↓

⑤ 竹刀の重量 ※２

↓

※１ 目視により安全性を著しく損なう加工、形状の変更がなされていないか、

安全性を損なう不自然な隙間や大きな隙間がないか検査する。

※２ 市販されている計測器の精度保証は、±3グラムとする。

竹刀検査要領について

上記①～⑤の検査項目で規格外と判断された竹刀は竹刀検査所預かりとする。
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大会における先革・竹刀・鍔規格

① 先革の規格

一刀

二刀 大刀

小刀

※先革先端部の最小直径

② ちくとう部の規格

一刀

二刀 大刀

小刀

③ 竹刀の長さ及び重量

一刀

二刀 大刀

小刀

※カーボン竹刀も同基準

④ 鍔の規格

皮革、または化学製品の円形のものとし、直径9センチメートル以下

以上

直径（男子） 直径（女子）

長さ（男女共通） 重量（男子） 重量（女子）

19ミリメートル以上

20ミリメートル以上

21ミリメートル以上

直径（男子） 直径（女子） 長さ（男女共通）　　

26ミリメートル以上

25ミリメートル以上

24ミリメートル以上

25ミリメートル以上

24ミリメートル以上

24ミリメートル以上

50ミリメートル以上

50ミリメートル以上

50ミリメートル以上

19ミリメートル以上

19ミリメートル以上

20ミリメートル以上

62センチメートル以下

114センチメートル以下

120センチメートル以下

250グラム～280グラム内

400グラム以上

440グラム以上

280グラム～300グラム内

510グラム以上

440グラム以上
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第5試合場

・男子1年（36～52）
第3試合場

・女子（1～23）

・男子2年（35～51）

・男子3年（1～15）

本
部

※（　）の中の数字は選手番号です。

第4試合場

第6試合場

・男子1年（53～69）

・女子（24～45）

・男子2年（52～67）

・男子3年（16～31）

・男子2年（18～34）

試合会場

入口

第１試合場
・男子1年（1～18）
・男子2年（1～17）

第8試合場

第2試合場
・男子1年（19～35）

・女子（68～90）
・男子3年（48～62）

第7試合場
・女子（46～67）

・男子3年（32～47）
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1-10

4-8

高橋　祐次

8 田代　勝夢

15 中村　優一朗

18

4 近藤　釈煕

4-7

前田　将太郎 (名城)

4-12

4-6

4-3

4-5

4-4

苗代　一真

3-9

4-2

瀧川　穏

佐藤　杏汰

4-16

27

3-7

3-8

(南山)

1-12 3-11

(中京)

(中部)

3-10

3-3

3-4

1-9

3-6

1年男子

1 坂野　祐季 (中京) 美戸　啓佑 (星城) 36
1-3

2 髙添　凪 (星城) 小森　友翔 (中部) 37
1-1

3 森　海人 (愛知) 1-11 小野良　快斗 (愛知) 38

3-2

3-1

(名城) 39
1-4

5 小栗　秀人 (名城) 1-15 田淵　晶登 (中京) 40
3-14

6 奥村　響 (皇學館) 角　惇生 (中部) 41
1-5

7 加藤　鉄兵太 (愛学) 松浦　一馨 (学泉) 42

加藤　奨貴 (中京) 43
1-6

9 琴尾　充稀 (中部) 坂下　優希 (常葉) 44
1-17 3-16

10 藤田　仁平 (中部学院) 本多　悠汰 (南山) 45
1-7

11 角本　舜哉 (中部) (愛知)

3-5

46
1-13 3-12

12 葛山　陽登 (星城) 村山　太一 (中部) 47
1-8

13 佐藤　碧葉 (愛知) 神谷　竣介 (中京) 48
3-15

14 久田松　颯人 (愛知) 1-16 田中　瑛介 (愛学) 49

21 梶田　捺貴 (愛学) 稲垣　康太

奥村　宙歩 (名城) 50
3-13

16 田中　海星 (名経) 1-14 髙橋　大斗 (星城) 51
1-2

17 田口　悠斗 (中京) 渡部　夢大 (中京) 52

24 信濃　壱星 (中部) 前田　瑛仁 (中部)

(中京) 53
1-18 3-17

19 堀尾　翔悟 (中部) 3-18 小野田　貴文 (星城) 54
2-2 4-10

20 石原　共晟 (中部学院) (愛学) 55
2-10

藤原　幸慶 (中京) 岡田　真周 (中京) 62
2-6

(愛知) 56
2-3 4-14

58
2-4 4-11

22 松原　隼一朗 (星城) 丹羽　悠人 (名城) 57
2-14

23 安藤　豪芳 (愛知) 近藤　創太 (中京)

(愛学) 竹田　昂生 (名城) 65
4-15

31 鈴木　優斗 (中京)

59
2-11

25 前川　慎一郎 (中京) 清水都羽 (名古屋学院) 60
2-5

26 増茂　航 (名城) 伊藤　駿 (中部) 61
2-16

2-13 塩野　真大 (皇學館) 68
2-1 4-9

34 鈴木　恭介

28 水谷　篤志 (愛知) 出口　聡太朗 (星城) 63
2-12

29 中西　陸人 (星城) 鎌田　楓也 (南山) 64
2-7

30 光来出　響

(名城) 名本　光希 (中部) 69
2-9

35 佐藤　友哉 (南山)

2-15 高井　遥太 (愛知) 66
2-8

32 米澤　公了 (中部) 4-13 岡野　大成 (中京) 67
4-1

33 野田　詞人 (皇學館)
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4-7

三塚　優介

永田　峻太

4-2

山本　憲裕

片上　真之介

柴田　竜雅
4-3

4-8

2年男子

1

4

13

黒川　駿 (南山)

竹内　瑞樹 (中部)

3-10

9
1-5

1-16

3-15

木野村　笙 （愛知）

5 岡田　航太

6 杉澤　颯馬

7 大抜　朋己

8

原國　祐生

2 大隅　賢汰

3 山内　孝祐

芦田　勇人 (中京)

志田　聖夜

3-1

3-4

3-5

3-3

3-2

三島　誠士朗

10 澤畠　将之介

11 栗木　祐大

12 大木　玲人

蔵本　大樹

14 岩室　明寿
3-8

3-6

3-7

15 板倉　玄太郎

16 土屋　壮平

17 小河原　紘好

松本　幸将

24 筒井　大輝

25 坂下　徳行

(名経)

20

21

22

23 野田　侑希

18

19

3-9

4-1

26 魚谷　威仁

27 石榑　大暉

4-4

4-5

33 山本　隼也

34

尾崎　貴光 (愛学) 2-13

28 岡田　大翔

29 酒井　智成

30 齋藤　昂輝

31 磯尾　定伸

32

4-6

2-12 4-11

(中京) 41
1-11 3-11

吉田　利幸 (愛知) (中部学院) 42

(中部) 35
1-2

今井　駿太 (中部学院) (中京) 36
1-1

樋口　暁 (星城) 1-10 (愛学) 37

犬塚　陸

(中京) 46
1-7

田中　球真 (名城) (名経) 47
1-15

(名経) 38
1-3

西　凌志 (名経) 1-14 (星城) 39
3-14

尾上　周翼 (中京) (星城) 40
1-4

橋本　崇 (愛学)

(中京) 51
1-17 3-17

水島　杏 (中部) 3-18 (中部)

(名城) 43
3-16

高嶋　亮輔 (中部学院) (星城) 44
1-6

永吉　記章 (中京) (愛知) 45
1-12 3-12

吉川　侑喜 (淑徳)

55
2-14 4-13

渡部　泰成 (中部学院) (中部学院) 56
2-4

(愛学) 48
1-8

高塚　優成 (中部) (南山) 49
1-13 3-13

堀　綾斗 (中京) (中部学院) 50
1-9

石本　浩輔 (星城)

2-16 (愛学) 60
2-6

山岡　冬馬 (星城) (中部学院) 61

52
2-2

田外　祥規 (星城) (愛学) 53
2-10 4-9

塚本　智和 (南山) (南山) 54
2-3

江見　勇記 (中京) (星城)

黒川　暉瑛 (中部学院) (中部) 65
4-12

(愛知) 66
2-1

(名経) 57
2-11 4-10

宮崎　丈 (愛知) (星城) 58
2-5

杉原　弘佑 (中京) (中京) 59
4-15

勝部　厳 (愛知)

渡邉　斗晴 (名城) (中京) 67
2-9

林　和宏 (星城)

佐藤　祐太

若尾　康太 (中部) (名城) 62
2-7

白土　海 (中京) (中京) 63
2-15 4-14

山下　裕司 (中京) (星城) 64
2-8
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43

10 長山　公祐 （中京）
5-5

11 池内　厚也 (星城）

12 西川　浩太郎 （中京）
5-6

13

7-11

5-13

高津　匠矢 （星城）

小川　捷 （中京）
7-6

3年男子

1 後藤　広樹 （中部） 徳永　拓也 （愛知） 32
5-8 7-1

2 内野　裕貴 (常葉) 村崎　凌平 （中京） 33
5-1 7-9

3 津村　空之介 (名経) 上城　拓也 （常葉）
5-12

34
7-2

4 近藤　凌央 (星城） 中田　洸輝 （星城） 35
5-2 7-13

5 本多　祐輔 (愛学) 加藤　圭悟 （名城） 36
5-9 7-3

6 土井　惇史 （中京） 原田　敬生 （中部） 37
5-3 7-10

7 小田　眞海 （愛知） 見座垣内　温大 （名経） 38
5-14 7-4

8 柏原　充稀 (名城） 村岡　浩輔 （愛知） 39
5-4 7-15

9 曽我　龍汰 （中部） 田村　安惟斗 （中部学院） 40
5-10 7-5

14 山畑　蒼一朗 （中部学院) 山本　輝 （中京） 45
5-7 7-12

15 深尾幸大 (名経) 魚谷　昂生 （中部） 46
5-15 7-16 7-8

内山　一吹 （名経）
7-14

41

42

（中部学院） 上垣内　大夢 （中部学院） 49
6-2 8-8

山元　豪彦 (愛知） 三嶋　響 （愛知） 44
5-11 7-7

（名城） 倉石　隼輔 （中京） 52
6-10 8-3

16 石原　応記 （中京） 5-16 高橋　太一 （名城） 47
6-1

17 山下　侑澄 （常葉） 森　健斗 （名城） 48
6-9 8-1

18 藤原　瑛人

（中京） 伊藤　陸人 （名経） 55
6-5 8-14

19 森　貫太 （愛知） 細野　智陽 （中京） 50
6-13 8-2

20 河野　寛之 （中部） 木村　昇之介 （星城） 51
6-3 8-12

21 戸嶋　康成

（中部） 西　渉瑠 （愛知） 58
6-14 8-6

22 柴田　耕作 （星城） 永井　優生 （中部） 53
6-4 8-9

23 成田　光良 （愛知） 石山　泰雅 （愛知） 54
6-15 8-4

24 竹本　光希

（名城） 坂口　瑠雅 （中部） 61
6-8 8-11

25 岩田　稀一朗 （名経） 渡邊　梓 （愛学） 56
6-11 8-5

26 加藤　大輔 （愛知） 加藤　尚也 （名城） 57
6-6 8-10

27 山下　浩平

31 太田　幹人 （星城） 三津原　やまと （星城） 62

28 増尾　海里 （中部） 野村　想太 （中京） 59
6-7 8-13

29 大橋　正登 （中京） 前田　拓海 （常葉） 60
6-12 8-7

30 今井　俊作



− 17 −

6-17

女子（1）

1 鷹谷　幸歩 (中京) 才田　理菜子 (常葉) 24
5-8 6-7

2 田中　鳴海 (皇學館) 森田　つぐみ (愛知) 25
5-1 6-1

3 森本　明加理 (愛知) 5-16 6-15 杉原　萌愛 (中京) 26

4 竹内　結菜 (南山) 大村　陽菜 (南山) 27
5-9 6-8

5 三明　倖子 (名城) 道家　響生 (愛学) 28
5-20 6-19

6 伴野　帆南 (星城) 岩田　美海 (中部学院) 29
5-10 6-9

7 纐纈　真悠 (名経) 市川　結里加 (中京) 30
5-2 6-2

8 渡邊　歩花 (愛学) 宮原　さくら (南山) 31
5-17 6-16

9 藤本　有紅 (中部) 河野　はるひ (中京) 32
5-3 6-3

10 三輪　美乃 (中部学院) 6-10 澤田　栞里 (名経) 33
5-11

11 市川　瑛季巴 (中京) 遠藤　華 (星城) 34
5-22 6-21

12 細川　侑莉 (中京) 5-23 金子　遙花 (星城) 35
5-12 6-11

13 山下　裕美 (常葉) 安田　鈴香 (中京) 36
5-4 6-4

14 越智　琴音 (愛学) 櫛田　奈那 (名城) 37
5-18

15 中脇　巴 (中京) 幅　千晶 (中京) 38
5-5 6-5

16 富澤　結彩 (星城) 森　彩菜 (中部学院) 39
5-13 6-12

17 久野　綾香 (愛知) 小山　知伽 (学泉) 40
5-21 6-20

18 木村　桃子 (中部学院) 中嶋　梨乃 (常葉) 41
5-14 6-13

19 鈴木　菜月 (名城) 小村　美波音 (星城) 42
5-6 6-18

20 今井　海空 (南山) 岩間　葵 (中京) 43
5-19 6-6

21 三明　美咲 (星城) 天埜　なな (南山) 44
5-7 6-14

22 森田　帆南海 (名経) 竹内　蘭菜 (愛知) 45
5-15

23 竹下　思美 (中京)
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7-5

(名経)

60 犬塚　成美

石井　桃花

稲葉　光 (南山)

59

58 池田　理菜 (愛知)

大塚　凛子 (常葉)

(星城)

61 小宇都　桃香

(中京)

67

武市　芽依 (中部学院)66

65

山吹　由生 （愛学）

63

62

64

朴木　涼香 (中京)

江幡　芙美子 (星城)

畑中　美海

8-1

8-9

安藤　のどか

黒木　春那

8-15 又吉　美悠里

石井　涼葉

村上　侑季

出雲　梨沙穂

宮地　夏帆

酒井　優衣

鈴木　花梨

8-5

49 山田　安純 (南山) 鈴木　七望

8-8

女子（2）

46 福永　愛弓 (名経) 前地　桃羽 (南山) 68
7-7

47 松永　比那 (名城) 佐野　樹乃葉 (常葉) 69
7-1

48 小谷　早紀 (中京) 7-15 8-16 大森　菜生 (中京) 70

(名経) 71
7-8

50 中田　桜 (淑徳) 宮園　麻未 (星城) 72
7-19 8-20

51 千葉　眞子 （中京） 白木　智愛 (南山) 73
7-9

52 鈴木　穂乃香 （南山） 8-10 尾﨑　由梨 (星城) 74
7-2 8-2

53 森　雪菜 （中部学院） 早川　咲 （愛学） 75
7-16 8-17

54 杉浦　知沙 （愛学） 松野　里菜 (名城) 76
7-3 8-3

55 吉本　仁子 （中京） 8-11 秋田　真穂 (中京) 77
7-10

56 岩坂　結衣 （星城） 山下　真侑 (愛知) 78
7-21 8-22

57 和泉　陽眺詩 (中京) 7-22 髙松　真子 (星城) 79
7-11 8-12

(中京) 80
7-4 8-4

7-6

(常葉)

8-19

7-20

7-13

88
7-14 8-7

(名城) 89

(中京) 84
8-21

(星城) 85
8-14

(愛知) 86
8-6

7-12

谷口　藍月 (南山) 90

(中部) 81
7-17

（愛学） 82

8-18

7-18 (中京) 87

(中部学院) 83
8-13
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女子決勝リーグ

A1 B1 C1 D1
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参加校男子
大学名 部長・監督・主務 選手名 学部 学年 年齢 段位 出身校

愛 知 大 学 塩 山 正 純 加 藤 大 輔 経営 3 21 四 名 古 屋 大 谷

中 村 友 治 三 嶋　　　 響 法 3 21 三 大同大学大同

宮 崎　　 丈 山 元 豪 彦 法 3 21 四 南 山

西　　 渉 瑠 法 3 21 四 一 宮 興 道

森　　 貫 太 法 3 21 四 一 宮 興 道

徳 永 拓 也 経営 3 21 三 西 尾 東

小 田 眞 海 経営 3 21 四 西 尾 東

石 山 泰 雅 法 3 21 四 津 西

成 田 光 良 法 3 21 二 安 城

村 岡 浩 輔 地域政策 3 21 三 浜 名

吉 田 利 幸 経済 2 20 三 磐 田 東

宮 崎　　 丈 経済 2 20 三 杜 若

栗 木 祐 大 法 2 20 三 新 川

佐 藤 祐 太 文学 2 20 三 磐 田 東

木野村　　　笙 地域政策 2 19 二 星 城

勝 部　　 厳 文学 2 20 一 浜 松 湖 東

久田松　颯　人 経済 1 19 三 龍 谷

安 藤 豪 芳 経済 1 19 三 名 古 屋 大 谷

瀧 川　　 穏 法 1 19 二 国 府

稲 垣 康 太 現代中国 1 19 三 一 宮 興 道

佐 藤 碧 葉 文学 1 19 三 小 坂 井

水 谷 篤 志 文学 1 19 二 富 田

小野良　快　斗 文学 1 19 二 小 坂 井

高 井 遥 太 文学 1 19 二 豊 橋 南

森　　 海 人 文学 1 19 無 豊 橋 西

愛知学院大学 梅 田　　 豊 本 多 祐 輔 法 3 21 三 名 古 屋 大 谷

安 保　　 正 渡 邉　　 梓 経済 3 21 三 三 重

尾 崎 貴 光 山 内 孝 祐 法 2 20 三 星 城

魚 谷 威 仁 経営 2 20 三 岡 崎 城 西

橋 本　　 崇 法 2 20 三 麗 澤 瑞 浪

尾 崎 貴 光 文 2 19 三 磐 田 東

岩 室 明 寿 心身科学 2 20 三 愛 知

永 田 峻 太 文 2 20 三 豊 野

梶 田 捺 貴 法 1 19 三 中 京

田 中 瑛 介 総合政策 1 19 三 阿 久 比

佐 藤 杏 汰 経済 1 19 三 磐 田 東

加　藤　鉄兵太 文 1 19 三 誠 信

光来出　　　響 法 1 19 三 大 分 鶴 崎

愛知学泉大学 竹 澤 伸 一 松 浦 一 馨 家政 1 19 三 杜 若

宮 内 壮 大

松 浦 一 馨
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大学名 部長・監督・主務 選手名 学部 学年 年齢 段位 出身校

愛知淑徳大学 吉 川 侑 喜 吉 川 侑 喜 文 2 20 三 愛知県立津島北

竹 内 理 雄

中 田　　 桜

皇 學 館 大 学 豊 住　　 誠 塩 野 真 大 教育 1 19 三 白 子

加 藤 純 一 奥 村　　 響 教育 1 19 三 高 田

新 谷 依 央 野 田 詞 人 文 1 19 初 加計高校芸北分校

星 城 大 学 山 崎 文 宏 柴 田 耕 作 経営 3 20 四 豊 川

関 屋 猛 久 中 田 洸 輝 経営 3 21 四 帝 京 第 五

三津原　やまと 池 内 厚 也 経営 3 21 四 新 田

木　村　昇之介 経営 3 21 三 星 城

太 田 幹 人 経営 3 21 四 星 城

高 津 匠 矢 経営 3 21 四 星 城

近 藤 凌 央 経営 3 21 四 黎 明

三津原　やまと 経営 3 21 四 杏 和

田 外 祥 規 経営 2 20 四 星 城

岡 田 航 太 経営 2 20 三 帝 京 第 五

片　上　真之介 経営 2 19 三 新 田

樋 口　　 暁 経営 2 20 四 新 田

山 岡 冬 馬 経営 2 20 三 桜 丘

澤　畠　将之介 経営 2 20 初 同 朋

筒 井 大 輝 経営 2 19 四 星 城

石 本 浩 輔 経営 2 20 四 星 城

林　　 和 宏 経営 2 20 三 栄 徳

杉 澤 颯 馬 経営 2 20 二 池 新 田

齋 藤 昂 輝 リハビリテーション 2 20 三 岡 崎 城 西

美 戸 啓 佑 経営 1 19 三 樟 南

小野田　貴　文 経営 1 19 三 桜 丘

髙 添　　 凪 経営 1 19 三 黎 明

中 西 陸 人 経営 1 19 三 桜 丘

髙 橋 大 斗 経営 1 19 三 名 古 屋 大 谷

出　口　聡太朗 経営 1 19 三 名 古 屋 大 谷

葛 山 陽 登 経営 1 19 二 津 田 学 園

松　原　隼一朗 経営 1 19 三 名 古 屋 大 谷
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大学名 部長・監督・主務 選手名 学部 学年 年齢 段位 出身校
中 京 大 学 村 瀬 直 樹 大 橋 正 登 スポーツ 3 21 四 星 城

村 瀬 直 樹 村 﨑 凌 平 スポーツ 3 21 三 育 英

野 村 想 太 西　川　浩太郎 スポーツ 3 21 三 東 洋 大 姫 路

倉 石 隼 輔 スポーツ 3 21 三 新 潟 商 業

石 原 応 記 スポーツ 3 21 三 市立岐阜商業

小 川　　 捷 工 3 21 三 名 古 屋 大 谷

土 井 惇 史 スポーツ 3 21 三 桜 丘

細 野 智 陽 スポーツ 3 21 三 三 重

竹 本 光 希 スポーツ 3 21 三 奈 良 大 附

山 本　　 輝 スポーツ 3 21 三 池 新 田

長 山 公 祐 スポーツ 3 21 四 杜 若

野 村 想 太 スポーツ 3 21 三 高 岡 工 芸

尾 上 周 翼 スポーツ 2 20 二 皇 學 館

白 土　　 海 スポーツ 2 20 三 東 福 岡

大 抜 朋 己 スポーツ 2 20 三 育 英

坂 下 徳 行 スポーツ 2 20 三 郡 上

堀　　 綾 斗 スポーツ 2 20 三 麗 澤 瑞 浪

杉 原 弘 佑 スポーツ 2 20 三 桜 丘

大 木 玲 人 現社 2 20 三 茗 溪 学 園

山 本 隼 也 スポーツ 2 20 三 西 大 寺

芦 田 勇 人 スポーツ 2 20 三 京 都 工 学 院

江 見 勇 記 スポーツ 2 20 三 東 洋 大 姫 路

大 隅 賢 汰 スポーツ 2 20 三 清 風

酒 井 智 成 法 2 20 三 愛 産 大 三 河

永 吉 記 章 スポーツ 2 20 三 三 好

山 下 裕 司 スポーツ 2 20 三 新 潟 明 訓

小河原　紘　好 法 2 20 三 名 経 大 市 邨

加 藤 奨 貴 スポーツ 1 19 三 桜 丘

岡 野 大 成 スポーツ 1 19 三 磐 田 東

田 口 悠 斗 スポーツ 1 19 三 三 重

前　川　慎一郎 スポーツ 1 19 三 育 英

渡 部 夢 大 スポーツ 1 19 三 磐 田 西

岡 田 真 周 スポーツ 1 19 三 岐 阜 済 美

田 代 勝 夢 スポーツ 1 19 三 東 洋 大 姫 路

鈴 木 優 斗 スポーツ 1 19 三 磐 田 西

神 谷 竣 介 法 1 19 三 愛 産 大 三 河

苗 代 一 真 スポーツ 1 19 三 星 稜

坂 野 祐 季 スポーツ 1 19 三 日 進 西

藤 原 幸 慶 スポーツ 1 19 三 奈 良 大 附

田 淵 晶 登 スポーツ 1 19 三 名 古 屋 大 谷

近 藤 創 太 スポーツ 1 19 三 新 潟 商 業
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大学名 部長・監督・主務 選手名 学部 学年 年齢 段位 出身校
中 部 大 学 細 川 健 治 河 野 寛 之 工 3 20 三 阿 南 光

渡 邊 真 和 魚 谷 昂 生 経営情報 3 21 三 岡 崎 城 西

曽 我 龍 汰 後 藤 広 樹 経営情報 3 21 三 中 京

坂 口 瑠 雅 経営情報 3 21 三 高 山 西

山 下 浩 平 経営情報 3 21 三 金 沢

原 田 敬 生 国際関係 3 21 三 中 部 大 第 一

曽 我 龍 汰 人文 3 20 三 美 濃 加 茂

永 井 優 生 生命健康科 3 21 三 龍 谷 富 山

増 尾 海 里 生命健康科 3 21 三 浜 松 湖 北

三 塚 優 介 工 2 19 三 大 同 大 大 同

高 塚 優 成 経営情報 2 20 三 磐 田 西

若 尾 康 太 経営情報 2 20 三 中 京

原 國 祐 生 国際関係 2 20 三 清 林 館

磯 尾 定 伸 国際関係 2 20 三 中 部 大 第 一

竹 内 瑞 樹 人文 2 20 三 八 幡 工 業

水 島　　 杏 現代教育 2 20 三 浜 松 湖 北

角　　 惇 生 工 1 18 三 金沢市立工業

前 田 瑛 仁 工 1 18 三 名 古 屋 大 谷

琴 尾 充 稀 工 1 18 三 名 城 大 付 属

米 澤 公 了 経営情報 1 18 三 宮 崎 日 大

村 山 太 一 経営情報 1 18 二 済 美

伊 藤　　 駿 経営情報 1 18 二 浜 松 商 業

角 本 舜 哉 人文 1 18 三 美 濃 加 茂

堀 尾 翔 悟 人文 1 18 三 駿 河 総 合

小 森 友 翔 人文 1 18 二 麗 澤 瑞 浪

名 本 光 希 人文 1 18 三 中 部 大 第 一

中　村　優一朗 生命健康科 1 18 二 三 重
信 濃 壱 星 生命健康科 1 18 三 龍 谷 富 山

中部学院大学 有 川 　 一 田　村　安惟斗 スポーツ健康 3 21 三 東 山
坂 本 太 一 山　畑　蒼一朗 スポーツ健康 3 21 三 郡 上

上垣内　大　夢 上垣内　大　夢 スポーツ健康 3 21 三 高 山 西

藤 原 瑛 人 教育 3 21 三 高 山 西

土 屋 壮 平 スポーツ健康 2 20 三 高 山 西

石 榑 大 暉 スポーツ健康 2 20 三 郡 上

今 井 駿 太 人間福祉 2 20 二 履 正 社

黒 川 暉 瑛 教育 2 19 三 中 京

志 田 聖 夜 スポーツ健康 2 20 三 都 城 東

柴 田 竜 雅 スポーツ健康 2 20 三 済 美

高 嶋 亮 輔 スポーツ健康 2 20 三 富 田

渡 部 泰 成 スポーツ健康 2 20 四 大 垣 東

藤 田 仁 平 スポーツ健康 1 19 三 高 山 西
石 原 共 晟 スポーツ健康 1 19 三 東 山
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大学名 部長・監督・主務 選手名 学部 学年 年齢 段位 出身校
常 葉 大 学 寺 島 健 彦 上 城 拓 也 健康プロデュース 3 21 三 三 養 基

菊 本 智 之 内 野 裕 貴 健康プロデュース 3 21 三 吉 原
前 田 拓 海 前 田 拓 海 健康プロデュース 3 21 三 必 由 館

山 下 侑 澄 健康プロデュース 3 21 三 皇 學 館
坂 下 優 希 健康プロデュース 1 19 三 鈴 鹿

名古屋学院大学 岩 出 和 也 清 水 都 羽 商 1 19 二 大 垣 商 業
荒 木 輝 彦
石 井 翔 太

名古屋経済大学 萩 原 聡 央 中 村 兼 齋 経済 4 22 三 白 石
大河内　鉄　彦 内 山 一 吹 法 3 21 三 三 重
福 永 愛 弓 深 尾 幸 大 経営 3 21 三 滋賀短期大学付属

伊 藤 陸 人 法 3 21 三 皇 學 館
岩　田　稀一朗 法 3 21 三 樟 南
見座垣内　温大 法 3 21 三 名 古 屋 大 谷
津　村　空之介 法 3 21 三 皇 學 館
蔵 本 大 樹 法 2 20 三 三 重
松 本 幸 将 法 2 20 三 岡 崎 城 西
西　　 凌 志 法 2 20 三 三 重
野 田 侑 希 法 2 20 三 津 田 学 園
犬 塚　　 陸 経済 2 20 三 桜 丘
田 中 海 星 法 1 19 三 白 石

南 山 大 学 浅 石 卓 真 山 本 憲 裕 理工 2 19 三 愛 産 大 三 河
久 田 達 司 黒 川　　 駿 人文 2 20 三 富 山 第 一
白 木 智 愛 塚 本 智 和 理工 2 19 二 愛 産 大 三 河

板　倉　玄太郎 理工 2 20 三 南 山
佐 藤 友 哉 外国語 1 19 三 浜 名
本 多 悠 汰 法 1 20 無 名 古 屋 国 際
鎌 田 楓 也 経済 1 19 無 大 成
近 藤 釈 煕 経営 1 19 三 東 海 南

名 城 大 学 嶋 口 裕 基 加 藤 尚 也 理工 3 21 三 名 古 屋 大 谷
六 郷 恭 二 今 井 俊 作 経済 3 21 四 星 城
加 藤 圭 悟 加 藤 圭 悟 法 3 21 四 星 城

柏 原 充 稀 法 3 21 四 星 城
森 健　　 斗 理工 3 21 三 呉 羽
戸 嶋 康 成 経済 3 21 四 津 西
高 橋 太 一 理工 3 21 三 清 林 館
岡 田 大 翔 法 2 20 三 星 城
田 中 球 真 法 2 20 三 杜 若
渡 邉 斗 晴 法 2 20 三 皇 學 館
三　島　誠士朗 人間 2 20 三 名 城 大 付 属
鈴 木 恭 介 法 1 19 三 星 城
奥 村 宙 歩 人間 1 19 三 杜 若
丹 羽 悠 人 法 1 19 三 美 濃 加 茂
小 栗 秀 人 経済 1 19 三 大 垣 商 業
増 茂　　 航 法 1 19 三 豊 田 南
高 橋 祐 次 理工 1 19 三 桑 名
竹 田 昂 生 法 1 19 三 東 邦
前　田　将太郎 理工 1 19 三 四 日 市 工 業
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参加校女子
大学名 部長・監督・主務 選手名 学部 学年 年齢 段位 出身校

愛 知 大 学 塩 山 正 純 久 野 綾 香 経営 3 21 三 大 同 大 大 同

中 村 友 治 鈴 木 花 梨 国際コミュニケーション 3 21 四 城 西

宮 崎　　 丈 竹 内 蘭 菜 国際コミュニケーション 2 20 三 大 同 大 大 同

池 田 理 菜 国際コミュニケーション 1 19 三 星 城

森　本　明加理 現代中国 1 19 三 玉 島

山 下 真 侑 経済 1 19 三 桜 丘

森　田　つぐみ 地域政策 1 19 三 小 坂 井

愛知学院大学 梅 田 　 豊 山 吹 由 生 心身科学 3 21 三 岡 崎 城 西

安 保 　 正 越 智 琴 音 総合政策 3 20 四 杜 若

尾 崎 貴 光 早 川　　 咲 心身科学 3 21 三 三 好

道 家 響 生 総合政策 2 20 三 至 学 館

杉 浦 知 沙 法 2 20 三 星 城

渡 邊 歩 花 心身科学 2 20 三 三 好

出　雲　梨沙穂 心理 1 19 三 岡 崎 城 西

愛知学泉大学 竹 澤 伸 一 小 山 知 伽 家政 1 19 二 岡 崎 城 西

宮 内 壮 大

小 山 知 伽

愛知淑徳大学 吉 川 侑 喜 中 田　　 桜 文 1 19 三 名古屋市立北

竹 内 理 雄

中 田　　 桜

皇 學 館 大 学 豊 住　　 誠 田 中 鳴 海 文 1 19 二 白 子

加 藤 純 一

新 谷 依 央

星 城 大 学 山 崎 文 宏 宮 園 麻 未 経営 3 21 三 鹿 児 島 女 子

日比野　恵津子 遠 藤　　 華 経営 3 21 三 吉 原

江　幡　芙美子 江　幡　芙美子 経営 3 21 三 岐 阜 中 京

三 明 美 咲 経営 3 21 三 春 日 丘

尾 﨑 由 梨 経営 3 20 四 黎 明

金 子 遙 花 経営 2 20 三 岡 崎 城 西

岩 坂 結 衣 経営 2 20 四 星 城

富 澤 結 彩 経営 2 20 三 鹿 児 島 女 子

石 井 涼 葉 経営 2 20 三 岐 阜 中 京

小　村　美波音 経営 2 20 三 樟 南

石 井 桃 花 経営 1 18 三 岐 阜 中 京

伴 野 帆 南 経営 1 19 三 星 城

髙 松 真 子 経営 1 18 三 札 幌 日 大
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大学名 部長・監督・主務 選手名 学部 学年 年齢 段位 出身校

中 京 大 学 村 瀬 直 樹 市　川　結里加 現社 3 21 三 済 美

村 瀬 直 樹 小 谷 早 紀 スポーツ 3 21 四 東 洋 大 姫 路

河　野　はるひ 鷹 谷 幸 歩 スポーツ 3 21 三 須 磨 学 園

酒 井 優 衣 スポーツ 3 21 三 岐 阜 済 美

河　野　はるひ スポーツ 3 21 四 三 好

犬 塚 成 美 スポーツ 3 21 四 愛 産 大 三 河

竹 下 思 美 スポーツ 2 20 三 興 南

秋 田 真 穂 スポーツ 2 20 三 三 好

幅　　 千 晶 スポーツ 2 20 三 翔 凜

朴 木 涼 香 スポーツ 2 20 三 樟 南

細 川 侑 莉 スポーツ 2 20 三 八 幡 商 業

宮 地 夏 帆 スポーツ 2 20 三 英 真 学 園

岩 間　　 葵 現社 2 20 三 大 垣 商 業

和　泉　陽眺詩 スポーツ 1 19 三 東 洋 大 姫 路

市　川　瑛季巴 スポーツ 1 19 三 桜 丘

大 森 菜 生 スポーツ 1 19 三 東 洋 大 姫 路

杉 原 萌 愛 スポーツ 1 19 三 桜 丘

千 葉 眞 子 スポーツ 1 19 三 好 文 学 園

中 脇　　 巴 スポーツ 1 19 三 高 知

畑 中 美 海 スポーツ 1 19 三 広

安 田 鈴 香 スポーツ 1 19 三 金 沢

吉 本 仁 子 スポーツ 1 19 三 高 山 西

中 部 大 学 細 川 健 治 藤 本 有 紅 生命健康科 2 20 四 三 重

渡 邊 真 和 安　藤　のどか 現代教育 2 20 三 大 同 大 大 同

曽 我 龍 汰

中部学院大学 有 川 　 一 森　　 彩 菜 人間福祉 3 21 三 美 濃 加 茂

坂 本 太 一 森　　 雪 菜 教育 3 21 三 美 濃 加 茂

上垣内　 大　夢 木 村 桃 子 教育 3 21 三 高 山 西

村 上 侑 季 スポーツ健康 3 21 二 履 正 社

岩 田 美 海 スポーツ健康 2 20 三 済 美

武 市 芽 依 看護 2 20 三 関 商 工

三 輪 美 乃 看護 2 20 三 高 山 西

常 葉 大 学 寺 島 健 彦 佐　野　樹乃葉 健康プロデュース 3 20 三 駿 河 総 合

菊 本 智 之 中 嶋 梨 乃 健康プロデュース 3 21 三 聖 星

前 田 拓 海 大 塚 凛 子 健康プロデュース 2 20 三 静 岡 市 立

山 下 裕 美 健康プロデュース 2 20 三 星 陵

黒 木 春 那 健康プロデュース 1 18 三 鈴 鹿

才　田　理菜子 健康プロデュース 1 18 三 必 由 館
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大学名 部長・監督・主務 選手名 学部 学年 年齢 段位 出身校

名古屋経済大学 萩 原 聡 央 小宇都　桃　香 法 3 21 三 鳳 凰

高 山 潤 一 纐 纈 真 悠 法 3 21 二 黎 明

福 永 愛 弓 鈴 木 七 望 人間生活科 3 21 二 鈴 鹿

澤 田 栞 里 人間生活科 2 20 三 星 城

福 永 愛 弓 人間生活科 2 20 二 都 城

森　田　帆南海 人間生活科 2 20 三 樟 南

南 山 大 学 浅 石 卓 真 白 木 智 愛 経営 2 20 三 春 日 井 南

久 田 達 司 天 埜 な な 人文 2 20 三 天 白

白 木 智 愛 稲 葉　　 光 人文 2 20 二 千 種

竹 内 結 菜 外国語 2 20 無 南 山 国 際

谷 口 藍 月 法 2 20 初 昭 和

宮　原　さくら 総合政策 2 20 三 中 京 大 中 京

山 田 安 純 法 1 18 二 愛 教 大 附

今 井 海 空 人文 1 19 二 聖 星

前 地 桃 羽 法 1 18 三 聖カピタニオ

大 村 陽 菜 総合政策 1 19 三 東 海 南

鈴　木　穂乃香 人文 1 19 三 済 美

名 城 大 学 嶋 口 裕 基 鈴 木 菜 月 理工 3 21 四 名 城 大 付 属

六 郷 恭 二 松 野 里 菜 法 3 21 四 一 宮

加 藤 圭 悟 櫛 田 奈 那 農 2 20 二 名 城 大 付 属

松 永 比 那 経済 2 20 三 美 濃 加 茂

三 明 倖 子 経済 2 20 三 星 城

又　吉　美悠里 法 1 19 三 前 原
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回数 優　勝 準　優　勝

第29回 中 西 さ お り（中京大） 長 屋 麻 紀（中女大） 瀬 口 智 美（中京大） 尾 崎 博 子（日福大）

藤 島 直 也（中京大） 畠 山 清 人（学泉大） 森 井 俊 秀（中部大） 西 川 秀 典（中京大）

橋 本 宏 美（中京大） 川 端 百 重（中京大） 奥 浦 桜（中女大） 瀬 口 智 美（中京大）

村 松 哲 哉（中部大） 松 本 清 志（愛学大） 井 上 憲 朗（愛学大） 浜 田 晃 幸（愛学大）

川 端 百 重（中京大） 三 輪 有 子（中京大） 前 川 明 子（中京大） 片 山 明 子（中京大）

柏 原 一 仁（中京大）

川 端 百 重（中京大） 林 美紀子（中京大）

後 木 浩 成（中京大） 中 阪 浩 之（中京大） 井 出 智 也（中京大）

片 山 明 子（中京大） 辻 坊 雅 美（中京大） 林 美紀子（中京大） 羽 深 雅 美（中京大）

鯉 沼 夏 樹（中京大）

林 美紀子（中京大） 山 本 満 美（中京大） 鈴 木 由記子（中京大） 柿 原 未 砂（中京大）

外之内 雅 忠（中京大） 一 柳 昌 範（中部大） 青 木 勝（中京大） 斉 藤 亮 一（愛 大）

武 田 真 美（中京大） 柿 原 未 砂（中京大） 坪 根 千 春（中女大） 菅 野 加 奈（中京大）

泊 潤（中京大） 曽 根 武 仁（愛学大） 北 原 良 晃（浜 大） 駒 田 拓 也（松坂大）

山 本 満 美（中京大） 武 田 真 美（中京大） 後 藤 美 和（中京大） 渡 辺 怜 子（中京大）

杉 浦 浩 恭（中京大） 水 原 幸次郎（愛学大） 和 田 順 一（中京大） 谷 岡 憲太郎（中京大）

石 川 香 苗（中京大） 山 崎 優 子（中京大） 谷 中 さ お り（中京大） 渡 辺 怜 子（中京大）

岩 崎 敬 太（中京大） 井 澤 武 史（愛学大） 東 隆 也（中京大） 豊 水 貴 博（中京大）

石 川 香 苗（中京大） 多々良 なお子（中女大） 坂 田 有 加（皇學館） 野 村 真 琴（中京大）

佐 藤 範 和（中京大） 東 隆 也（中京大） 坂 井 明 弘（中京大） 鈴 木 佳 規（中京大）

石 川 香 苗（中京大） 小宇佐 朗 子（愛学大） 大 内 真 紀（中京大） 渡 辺 恵 美（中京大）

覚 本 祐 也（中京大） 北 川 祐 司（中部大） 谷 口 弘 宣（名商大） 中 村 真之助（浜 大）

杉 山 舞 子（中京大） 大 家 佐知子（中女大） 望 月 有 紀（中京大）

尾 崎 巧（中京大） 牛 草 英 泰（中京大） 今 泉 勇 人（愛学大） 吉 田 和 重（中京大）

杉 山 舞 子（中京大） 大 家 佐知子（中女大） 小 島 友 恵（朝日大） 山 崎 加南子（愛 大）

栗 山 貴 行（中京大） 谷 口 弘 宣（名商大） 日 置 康 紀（中京大） 大 瀧 祐 司（中京大）

鎌 田 静 香（中京大） 宮 路 奈津子（中京大） 永 井 泰 代 (中京大） 森 夕 賀（朝日大）

小 川 真 輝（中京大） 崎 山 隆 志（朝日大） 仁 科 文 宏（中部大） 日 比 大 晃（愛学大）

宮 路 奈津子（中京大） 岡 と も え（朝日大） 真栄田 佳 奈（愛学大） 岩 永 春 奈（浜 大）

古 俣 吉 晃（中京大） 吉 田 貴 士（星城大） 江 原 寛 二（中部大） 吉 元 亮（中部大）

山 本 美 祐（中京大） 宮 路 奈津子（中京大） 伊 藤 法 子（愛学大） 大 門 篤 美（中京大）

江 原 寛 二（中部大） 菊 池 竜 平（中京大） 渡 部 幸 貴（朝日大） 石 田 大 喜（朝日大）

岡 と も え（朝日大） 片 山 美 樹（朝日大） 藤 田 喜 子 （愛大 ） 加 納 礼 子 （浜大 ）

大 川 真 央（愛学大） 江 原 寛 二（中部大） 関 谷 知 樹（中京大） 村 田 大 樹（愛学大）

西 口 真 以（中京大） 井 嵜 愛 子（中京大） 稲 森 優 子（中京大） 足 立 梓 （ 浜 大 ）

村 上 佳 彦（中部大） 菊 池 竜 平（中京大） 福 岡 拓 也（中京大） 恒 川 和 也（朝日大）

矢 田 直 子 (中京大 ) 諸 江 由 佳 (中京大 ) 磯 帆 波（中京大） 平 賀 美恵子 (中京大)

山 添 匠 (朝日大） 村 瀬 直 樹 (中京大 ) 佐 山 雅 紀 (中部大 ) 佐 藤 建 太 (朝日大 )

西 ヶ 谷 沙 織 (中京大 ) 小 泉 ひかり(中女大) 堀 川 雪 乃 (中京大 ) 中 嶋 彩 乃 (愛学大 )

大 高 成 哉 (愛学大 ) 谷 武 尊 （愛大 ） 藤 原 渉 (朝日大 ) 澤 田 和 輝 (中部大 )

佐 藤 朝 美 (朝日大 ) 関 本 望 妃（中京大） 北 島 美 樹 (東学大 ) 鈴 木 成 美 (名学大 )

白 石 恵 太（愛学大） 新 美 敬 介（愛学大） 村 瀬 直 樹（中京大） 神 田 訓 宏（朝日大）

西 ヶ 谷 沙 織（中京大） 加 藤 詩 野（朝日大） 青 木 美 奈（愛学大） 上 村 実 矢（愛知大）

久 富 大 和（朝日大） 北 村 亮 祐（愛学大） 井 口 大 輔（朝日大） 浦 上 隆 世（朝日大）

関 本 望 妃（中京大） 門 屋 蓉 子（愛学大） 佐 藤 朝 美（朝日大） 小 栗 彩 乃（朝日大）

金 子 亮 介（中京大） 保 坂 祥 也（朝日大） 林 田 一 馬（愛知大） 袴 田 芳 継（愛知大）

遠 山 翔 子（中京大） 太 田 歩（中部大） 岩 谷 千 裕（朝日大） 川 口 理 恵（愛学大）

久 富 大 和（朝日大） 栗 本 匠 (中京大 ) 北 村 亮 祐（愛学大） 各 務 優 太（中京大） 　

宮 路 亜由子（中京大） 宮 田 徳 香（朝日大） 中 山 あかね（朝日大） 山 本 美菜子（愛学大）

海 野 祐 介（中京大） 中 原 翔 平（中京大） 古 田 裕 靖（愛学大） 津 島 大 晟（中京大）

川 口 理 絵（愛学大） 太 田 歩 （中部大） 中 根 未 来（中京大） 石 橋 愛 香（愛学大）

小 原 徹 雄（朝日大） 戸 谷 洋 貴（中部大） 湯 浅 翔 平（朝日大） 上 野 達 也（朝日大）

鎌 倉 まどか（中京大） 古 川 裕 紀（朝日大） 上 坂 綾 （朝日大） 松 本 結 花（朝日大）
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奥 田 健 介（中部大） 富 永 圭 介（中部大） 佐々木 富 弥（愛学大） 袴 田 芳 継（愛知大）

岩 谷 千 裕（朝日大） 古 川 愛也香（朝日大） 太 田 歩 （ 中 部 大 ） 牧 野 綾 惠（浜松大）

小 島 雅 登（愛学大） 久留宮 翔 輝（中京大） 今 枝 祐 亮（朝日大） 峯 雅 幸 （ 中 京 大 ）

古 川 裕 紀（朝日大） 鎌 倉 まどか（中京大） 谷 口 明日香（名経大） 北 島 沙 樹（東学院）

外屋敷 智 崇（中京大） 下 田 尚 武（朝日大） 海 野 恭 央（中京大） 正 者 宣 晃（中部大）

松 原 沙耶香（浜松大） 阿 部 智 子（中京大） 後 藤 沙也香（中京大） 磯 村 菜 穂（愛知大）

寺 本 達 也 ( 朝日大 ) 峯 雅 幸 （ 中 京 大 ） 藤 田 智 哉 ( 朝日大 ) 梅 田 昇 治 ( 朝日大 )

杉 浦 未 佳 ( 愛知大 ) 渡 辺 多恵子(中部大) 岡 野 真 幸 ( 朝日大 ) 鎌 倉 ま ど か(中京大)

山 中 淳 平 ( 中京大 ) 照 屋 卓 弥 ( 朝日大 ) 漢 那 宗 也 ( 朝日大 ) 山 崎 由 樹 ( 中京大 )

吉 田 麻 乃 ( 中京大 ) 松 原 沙耶加(浜松大) 山 形 佳 代 ( 中京大 ) 井 上 詩 織 ( 朝日大 )

杉 浦 和 也 ( 学泉大 ) 玉 井 裕 也 ( 中京大 ) 堀 口 洸 太 ( 中部大 ) 南 波 遥 介 (学泉大 )

遠 山 絢 子 ( 中京大 ) 古 家 麻 貴 ( 朝日大 ) 倉 成 里 帆 ( 中京大 ) 松 井 若 奈 ( 愛学大 )

海 野 恭 央 （ 中 京 大 ） 横 山 周 平 ( 朝 日 大 ) 藤 崎 幹 太 ( 常 葉 大 ) 三嶋 槙司（東学院大）

長田 友実子（中京大） 安 藤 陽 子 （ 中 京 大 ） 笠 原 彩 衣 （ 中 京 大 ） 松原 沙耶香（常葉大）

久 永 拓 弥 （ 中 京 大 ） 田村 隆太郎 （中京大 ) 伊 藤 光 希 （ 中 部 大 ） 土田 将太朗（朝日大）

遠 山 絢 子 （ 中 京 大 ） 古 家 麻 貴 （ 朝 日 大 ） 藤 原 里 華 （ 朝 日 大 ） 森 静 香 （ 中 京 大 ）

加 藤 秀 都 （ 愛 学 大 ） 安 永 圭 孝 （ 中 京 大 ） 濱 口 直 己 （ 朝 日 大 ） 木 村 恭 兵 （ 常 葉 大 ）

東久保 さや （名経大 ） 菖 蒲 奈 央 （ 朝 日 大 ） 今 村 舞 （ 朝 日 大 ） 鹿井 美奈（皇學館大）

齋 藤 翼 ( 朝 日 大 ) 萩 尾 勇 介 ( 名 経 大 ) 友 碇 将 康 ( 常 葉 大 ) 林 清 史 ( 朝 日 大 )

山添 明日香 ( 朝日大 ) 遠 山 絢 子 ( 中 京 大 ) 本 間 茜 ( 朝 日 大 ) 漆 谷 綾 華 ( 愛 知 大 )

安 永 圭 孝 ( 中 京 大 ) 加 藤 卓 巳 ( 中 京 大 ) 田 中 峻 太 ( 中 部 大 ) 杉 野 啓 太 ( 愛 学 大 )

今 村 舞 ( 朝 日 大 ) 鍋 島 奈 海 ( 朝 日 大 ) 戸井田 明梨 ( 中京大 ) 堀 加 奈 ( 名 経 大 )

久 保 秀 騎 ( 朝 日 大 ) 長 屋 亮 太 ( 愛 学 大 ) 板 倉 佑 樹 ( 愛 学 大 ) 青 山 侑 太 ( 中 京 大 )

後 藤 美 織 ( 中 京 大 ) 河村 安紀子 ( 常葉大 ) 越中谷 明里 ( 朝日大 ) 川 口 詩 央 ( 愛 学 大 )

塚 本 光 （ 中 京 大 ） 安 永 圭 孝 （ 中 京 大 ） 東 孝 紀 （ 中 京 大 ） 田 中 隼 人 （ 朝 日 大 ）

東久保 さや （名経大 ） 中島 奈々美（名経大） 今 村 舞 （ 朝 日 大 ） 山 本 愛 （ 朝 日 大 ）

久 保 秀 騎 ( 朝 日 大 ) 本 多 康 生 （ 中 部 大 ） 倉 成 将 寛 （ 中 京 大 ） 高 倉 優 作 （ 朝 日 大 ）

片 山 奈 々 （ 中 京 大 ） 勝 部 真 菜 （ 朝 日 大 ） 後 藤 美 織 （ 中 京 大 ） 高尾 美早紀（淑徳大）

中 武 直 樹 （ 朝 日 大 ） 久 田 貴 英 （ 朝 日 大 ） 家 永 拓 輝 （ 朝 日 大 ） 伊 藤 聖 人 （ 朝 日 大 ）

山田 奈々美（朝日大） 野 口 京 華 （ 常 葉 大 ） 西 原 文 音 （ 朝 日 大 ） 長岡 美由夏（朝日大）

尾 上 武 聡 （ 中 京 大 ） 高 井 秀 将 （ 名 経 大 ） 那須田 圭祐（中京大） 堀之内 孝亮（朝日大）

大 村 美 星 （ 朝 日 大 ） 勝 部 真 菜 （ 朝 日 大 ） 高尾 美早紀（淑徳大） 越中谷 明里（朝日大）

高井田 倖大（名経大） 柏 戸 裕 哉 （ 朝 日 大 ） 西 桐 一 喜 （ 中 部 大 ） 松 岡 佳 輝 （ 中 京 大 ）

鈴 木 万 優 （ 愛 学 大 ） 蟹江 久瑠美（朝日大） 川 村 瑠 李 （ 中 京 大 ） 西 原 文 音 （ 朝 日 大 ）

高 松 詩 郎 （ 中 京 大 ） 古 川 俊 輔 （ 朝 日 大 ） 鈴 木 応 朗 （ 常 大 ） 石黒 皓太郎（中部大）

本 村 礼 奈 （ 中 京 大 ） 松 井 苗 （ 中 京 大 ） 伊 東 春 菜 （ 中 部 大 ） 畝 本 莉 奈 （ 中 京 大 ）

久 田 貴 英 ( 朝 日 大 ) 園 井 綾 人 ( 中 部 大 ) 奥 村 貴 大 （ 中 京 大 ） 段 隆 哉 （ 朝 日 大 ）

山田 奈々美 ( 朝日大 ) 開 菜 々 実 ( 朝 日 大 ) 蓑 田 し ず く （ 愛 知 大 ） 野 口 京 華 （ 常 大 ）

別 府 岬 ( 名 経 大 ) 堂 前 惟 筒 ( 中 部 大 ) 森 田 啓 介 （ 中 京 大 ） 森 松 滉 平 （ 中 京 大 ）

橋 本 由 季 ( 中 京 大 ) 畝 本 莉 奈 ( 中 京 大 ) 米 田 彩 乃 （ 朝 日 大 ） 飯 田 汐 （ 中 京 大 ）

野 中 貴 斗 ( 中 部 大 ) 宮 崎 大 輝 ( 朝 日 大 ) 松 下 真 也 （ 中 京 大 ） 村 瀬 竣 哉 ( 朝 日 大 )

石 隈 ゆ ら ( 名 経 大 ) 梅 月 のどか ( 朝 日 大 ) 板 倉 萌 乃 （ 常 大 ） 宮 本 ゆ ず （ 朝 日 大 ）

森 田 啓 介 ( 中 京 ) 瀬 尾 洸 太 郎 ( 愛 知 ) 菅 原 巧 ( 学 泉 ) 岩 崎 匠 ( 朝 日 )

橋 本 由 季 ( 中 京 ) 伊 東 春 菜 ( 中 部 ) 飯 田 汐 ( 中 京 ) 畝 本 莉 奈 ( 中 京 )

宮 﨑 大 輝 ( 朝 日 ) 野 中 貴 斗 ( 中 部 ) 中 野 匠 ( 朝 日 ) 石 橋 拓 実 ( 常 葉 )

松 田 愛 香 ( 常 葉 ) 青 山 望 美 ( 中 京 ) 熊 谷 泉 美 ( 中 部 ) 佐 久 間 悠 実 ( 中 部 )

中 田 光 ( 中 部 ) 藤 井 健 介 ( 中 京 ) 及 川 達 貴 ( 中 京 ) 向 坂 浩 哉 ( 中 部 )

安 武 聖 菜 ( 朝 日 ) 三 宅 葉 月 ( 愛 知 ) 薦 田 陽 菜 ( 朝 日 ) 藤 原 果 歩 ( 朝 日 )

朴 木 涼 馬 ( 名 経 ) 大 竹 捷 介 ( 中 京 ) 中 田 光 ( 中 部 ) 甲 斐 憲 紀 ( 中 部 )
玉 置 優 ( 常 葉 ) 村 崎 理 奈 ( 中 京 ) 高 津 百 香 ( 中 京 ) 石 田 百 香 ( 名 城 )
和 泉 透 真 ( 愛 学 ) 藤 島 稜 明 ( 中 京 ) 関 翔 天 ( 中 部 ) 岡 田 優 也 ( 中 京 )
大 久 保 薫 ( 中 京 ) 長 田 茉 琴 ( 愛 学 ) 清 水 香 織 ( 中 部 ) 藤 川 み な み ( 中 京 )
村 崎 凌 平 ( 中 京 ) 倉 石 隼 輔 ( 中 京 ) 増 尾 海 里 ( 中 部 ) 甲 斐 大 翔 ( 中 部 )
和 田 彩 莉 ( 中 部 ) 小 谷 早 紀 ( 中 京 ) 生 方 麻 菜 ( 中 京 ) 越 智 琴 音 ( 愛 学 )
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